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と
も
に
、
多
重
債
務
な
ど
の
消
費
者
生
活
相

談
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
適
切
な
助
言
等
に
よ
り
問
題
解
決

に
向
け
支
援
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
策
の
要

で
あ
る
「
う
る
ま
市
地
域
防
災
計
画
」
の
全

面
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
大
規
模
自
然

災
害
等
に
備
え
る
た
め
、
島
し
ょ
地
域
や
低

地
帯
地
域
を
中
心
に
津
波
対
策
緊
急
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る

高
齢
者
な
ど
の
要
援
護
者
に
つ
い
て
は
、
関

係
部
局
が
情
報
を
共
有
し
、
迅
速
か
つ
的
確

な
支
援
が
行
え
る
災
害
時
要
援
護
者
支
援
体

制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
の
保
護
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行

う
た
め
、
消
防
資
機
材
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
消
防
隊
員
や
消
防
団
員
の
各
種
訓
練
の

充
実
に
努
め
、
災
害
に
強
い
組
織
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
増
加
す
る
救
急
需
要
に
対
応
す
る

た
め
、
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
を
図
る

と
と
も
に
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
啓

発
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

救
急
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
に
向

け
て
は
、
県
立
中
部
病
院
と
連
携
し
た
派
遣

型
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
本
年
度
に
設

置
し
運
用
を
開
始
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
の
危
険
物
施
設

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
事
故
の
再
発
防
止

に
向
け
、
自
主
保
安
体
制
の
徹
底
指
導
及
び

安
全
対
策
の
更
な
る
強
化
を
図
り
ま
す
。 

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
警
察
や
交

通
安
全
協
会
と
連
携
し
、
飲
酒
運
転
の
根
絶

と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
に
向
け
た
広
報
啓
発

活
動
に
取
り
組
み
、
交
通
安
全
意
識
及
び
マ

ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
行
政
の
連

携
に
よ
る
防
犯
活
動
や
防
犯
協
会
を
中
心
と

し
た
協
力
体
制
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
か
ら
強
い
要
望
の
あ
る
防
犯
灯
整
備
に

つ
い
て
は
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
普
天
間

基
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
強
行
配
備
や
米
軍

人
に
よ
る
事
件
・
事
故
が
相
次
ぎ
、
多
く
の

市
民
や
沖
縄
県
民
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
怒
り

と
不
安
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
基
地
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
過
重
な
基
地
負
担
の
軽
減
と
日
米
地
位

協
定
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

日
米
両
政
府
及
び
米
軍
に
引
き
続
き
訴
え
て

い
き
ま
す
。

　

基
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
米
軍
航
空
機
騒

音
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
市
独
自
の
騒
音

測
定
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
へ
の
原
子
力
潜
水

艦
の
寄
港
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
国
へ
中
止
を

求
め
る
と
と
も
に
、
原
子
力
災
害
に
備
え
る

た
め
、
避
難
・
誘
導
等
の
訓
練
実
施
に
向
け

た
調
査
・
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
行
政
改

革
大
綱
に
掲
げ
て
い
る
、「
市
民
の
視
点
に
立
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
」、「
市
民
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
行
政
運
営
の
構
築
」、

「
行
政
経
営
の
視
点
に
立
っ
た
市
政
運
営
の
推

進
」
と
い
う
３
つ
の
視
点
に
基
づ
き
、
実
施
計

画
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
の
跡
利
用
を
含
め
た
公
共
施

設
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
公
共
施
設
等
の
運
営
を
行
う
た
め

の
計
画
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

統
合
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、「
人
と
環
境

に
や
さ
し
い
、
シ
ン
プ
ル
で
機
能
的
な
庁
舎
」

を
基
本
理
念
に
、
現
在
の
本
庁
舎
に
併
設
し

た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
整
備
に
向
け
、
本

年
度
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
の
供
用
開
始
を
見
据
え
、

組
織
機
構
の
見
直
し
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
総
合
窓
口
の
設
置
な
ど
、

全
庁
体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

人
事
行
政
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
と
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
「
人
材
育
成
基
本
方
針
」

に
基
づ
く
各
種
研
修
を
実
施
し
、
職
員
の
資

質
向
上
と
能
力
開
発
に
努
め
ま
す
。

　

行
政
経
営
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

や
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
総

合
計
画
を
基
軸
と
す
る
施
策
の
横
断
的
な
展

開
と
組
織
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
行

政
評
価
を
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
行
政
経

営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　

市
税
に
つ
い
て
は
、
最
も
重
要
な
自
主
財

源
で
あ
る
こ
と
か
ら
適
正
か
つ
公
平
な
課
税

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
申
告

支
援
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
導
入
し
ま
す
。

　

ま
た
徴
収
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
に
う
る
ま

市
電
話
催
告
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
徴
収
率

の
向
上
と
滞
納
繰
越
額
の
縮
減
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

以
上
、
平
成
25
年
度
の
市
政
運
営
に
あ
た

り
、
私
の
所
信
と
予
算
案
、
主
要
事
業
の
概

要
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
沖
縄
振

興
並
び
に
本
市
の
地
域
振
興
に
と
っ
て
重
要

な
年
で
あ
り
、
住
民
に
最
も
身
近
な
地
方
自

治
体
と
し
て
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
政

策
立
案
と
実
行
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
を

的
確
に
捉
え
、
市
民
の
安
心
と
暮
ら
し
の
向

上
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
と
歴
史
が
奏
で

る
自
然
豊
か
な
や
す
ら
ぎ
と
健
康
の
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
議
会
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
２
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27
日

う
る
ま
市
長　

島
袋
俊
夫

平成25年度 施政方針

市役所に設置された騒音測定器


